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土用の丑の日！生産者から『うなぎ』の生態学ぶ

　鹿児島県ＰＴＡ新聞コンクールにおいて、平成 26
年度から 28年度まで、３年連続で佳作入選した大崎
小学校ＰＴＡ広報部の皆さんが、７月５日（水）に藤
井教育長を表敬訪問しました。
　新聞発行を行った広報部長の室薗和隆さんは「この
受賞は、これまで本校のＰＴＡ活動に携わってこられ
た全ての方々が評価されたものです。受賞を機にさら
なるＰＴＡ活動の活発化と参加人員が増えることが一
番の願いです。これからも読みやすい紙面づくりを心
掛けていきたいです。」と話しました。

　平成 29年春の褒章『黄
おうじゅ

綬褒
ほうしょう

章』を受章された白山
好弘さん（右ページ参照）のみかん園において、７月
４日（火）、『平成 29年産ハウスみかんはさみ入れ式』
が開催されました。
　町内のハウスみかん農家は６戸あり、今年の生産量
は 54トン、販売金額は 4,600 万円の見込みとなって
います。
　白山さんは、「たわわに実ったみかんを多くの人に
食べてもらいたい。」と話しました。

大崎小ＰＴＡ広報部が快挙！～県ＰＴＡ新聞コンクールに３年連続入選

今年もたわわに実りました！～ハウスみかんはさみ入れ式

　７月 19日（水）、大崎小学校５年生 40名が総
合的な学習の時間を活用して、㈱鹿児島鰻の斎藤
雅之社長と松尾周悟さんからうなぎの生態につい
て学びました。
　児童らは、うなぎはメスしか生まれず、成長の
過程でオスになっていくという説明にとても驚い
た様子でした。
　学習後の給食ではうなぎが提供され、児童らは
ご飯の上にうなぎを並べたお手製のうな重に「お
いしい！」と満面の笑みを浮かべました。

▲テープカットの様子

▲「大崎のうなぎ、最高！」と全員でポーズ

▲左から、藤井教育長、室薗和隆さん（広報部長）、
　胡摩 薫さん（PTA 会長）、新川てるみさん（広報副部長）
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